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Aims of this study were to propose the science enlightenment activity which a college sends to the local community and to increase 

scientists and engineers through the experiment of “DNA”. DNA of grated garlics (domestic product and foreign product) and humans 

were able to be satisfactorily extracted by life articles, and the difference among both was able to be checked by electrophoresis. In 

questionnaires, although most students thought that extraction of DNA was difficult and serious work before the experiment, it answered 

that all the students were very easy after the experiment. 

 

1. 目的 
  初・中等教育における実験実習は科学的興味を引き

出し、論理的思考力をつけさせる上で非常に重要な教

育である。しかし、これまで初・中等教育では理科の

時間の大幅な削減が行われてきた。このため、時間が

かかる実験は実施しにくく、机上での暗記が主な学習

方法となっている。このためか、理科嫌いの生徒が増

え続けている。一方、科学的現象に強い興味を持ち、

深く勉強したいと思う生徒へのサポートも不十分なも

のになっている。これは初・中等教育を行う教員が必

ずしも科学のエキスパートではないこと、そして初・

中等教育では実験器具不足等の理由により実験を十分

に行える環境が整っていないことにも起因する。この

ような問題を考慮し、本研究では大学が発信する地域

への科学啓発活動を提案し、科学研究者・技術者の人

材の増加を目的とした実験実習を行った。 

 

2. 方法 
本研究では、科学を身近に感じさせることと大学で行うこ

との利点を活かした発展的内容であることに重点を置いた。

そこで今回は、日常よく耳にするが、初・中等教育の中でほ

とんど触れられることがないという点で最も興味を引く科

学分野の一つであり、発展的・先端的な内容を含む「 DNA 」

を題材に実験を行った。 DNA 実験は、上述のような理由に

より、初・中等教育レベルで殆ど行われず、漠然としたイメ

ージしか持たない生徒が多い。そのため、大学の技術および

設備を活用する科学啓発活動として最適な題材であると考

えられる。 

実験方法の概略は、次の通りである。まず、科学を身近に

感じてもらう工夫として、 

(1) 生活用品により DNA を抽出させた。その際、実験者本 図 1：用いた資料（一部） 
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図 4：にんにく DNA （赤枠内） 

 

図 5：にんにく DNA の電気泳動結果
国産ニンニクにのみバンドが出るようにしている 
 

人の DNA （本人の同意確認済み）だけでなく、植物の 

DNA も抽出させ、比較・考察させた。このとき、すり

つぶす手間を省くため、市販の国産および外国産のすり

おろしにんにくを使用した。 

 

(2) 折り紙を使った DNA のモデリングを実験者一人一人

に行わせた。 

このように、身近なもので単純な作業により DNA が抽出

できるという経験は、得体の知れない科学、今回の場合は 

DNA に対する不安を払拭させることを期待して実験を行っ

た。 

しかし、ここまでの実験では大学で行うことの利点を活か

しきれていない。さらに大学という利点を活かしつつ、発展

的かつ興味を引き出す内容にするために、 

(3) 国産と外国産のにんにくの DNA を用いて、品種間で異

なる DNA 配列部分の PCR 増幅（市販のすりおろしに

んにくでは純度の高い DNA を容易に抽出できず、また、 

PCR 増幅には時間がかかるため、予めにんにく片数片を

すりおろして DNA 抽出・ PCR 増幅をしておいた）お

よび電気泳動を行った。これにより、 DNA に個体差が

あることを学ぶことができ、品種の偽装解明や犯罪捜査

など先端的で時事的な内容にも触れることで難しい内容

でも興味を引き出せる内容とした。 

 

(4) さらに余力のある生徒に対しては、 PCR の原理に関連

付けて、複製や遺伝情報の伝達メカニズムなど発展的な

内容についても教えた。 

 このように、初・中等教育では扱えない科学の先端的・発

展的な内容や技術に触れることで、科学への興味を刺激する

ことが期待できる内容とした。 

 

3. 結果 
生活用品で問題なく実験者本人とすりおろしにんにく（国

産および外国産）の DNA を抽出し、電気泳動にて両者の違

いを確認することができた。その際、人間とにんにくの DNA 

は肉眼での見た目が同じであり、 DNA の塩基はたった 4 種

類しかなく、生物の違いは原則としてその塩基の並び方によ

って決まることに驚きを感じている生徒が多かった。実験前

は大半の生徒が DNA の抽出は難しく、大変な作業であると

感じていたようだが、実験後に行ったアンケートにおいて、

全ての生徒がとても簡単だったと答えた。 

 また、実際に DNA を見ることで、イメージしかなかった 

図 2：実験風景 
洗剤、塩、計量スプーン等の生活用品
を使って実験を行った 

図 3：実験風景 
段ボールと UV カットフィルムで作
った電気泳動後ゲル撮影装置 
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DNA を実態を持って認識することができたようであった。

さらに、折り紙を使った DNA のモデリングにより、肉眼レ

ベルでは見えない DNA の構造を楽しみながら確認するこ

とができたようである。 

 PCR 増幅や電気泳動の原理などは少し難しいと感じる生

徒もいたようだが、実験は失敗もなく、結果に説明を加える

ことで理解ができたようであった。 

 実験後、ほとんどの生徒が、実験前より科学への興味を持

つようになり、将来の職業選択の際の視野に入れたいと答え

ていた。 

 

4. 考察 
  予備知識がほとんどない生徒や本などで勉強するなどし

てレベルの高い知識を有する生徒などがおり、生徒によって

レベルがまちまちであった。余力のある生徒に対しては発展

的な内容を教えるなど、個々に合わせた指導を行ったつもり

であったが、難しいと感じたり、物足りないと感じる生徒が

いた。この点は今後このような活動をする場合に考慮し、改

善しなければならないと感じた。ただし、中学校レベルで扱

いにくい題材に対して実験実習を行ったことで、多くの生徒

の未知なる科学への不安を払拭し、興味を引き出せた点は評

価に値する活動と言えるだろう。 
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